
資料２

担当課

子育て・健幸課
（基本方針１）
（基本方針５）

学校教育課

（基本方針１）
（基本方針３）
（基本方針４）
（基本方針６）

市民協働課 （基本方針５）

生涯学習課 （基本方針５）

図書館

（基本方針１）
（基本方針２）
（基本方針４）

（基本方針５）
（基本方針６）

第３次子ども読書活動推進計画の進捗について（令和５年度実績）

施策No.

５３，５７

１，３，５，９
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８
２８，２９，３０，３１，３２，３３，３４，３５，３６
３７，３８，３９，４０，４１，４２，４３，４４，４５
４６，４７，４８
５０，５１，５４，５５，５７，５８
５９，６０，６１，６２，６３，６４，６５

２，４，８，９，１０，１１
５２，５６

６，７
１９，２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７
４４
６１

４９，５０，５１，５８



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

1
赤ちゃんタイムで読み聞かせを行
うことで、乳幼児が親子で読書に
楽しむ機会を提供します。

赤ちゃんタイムの実施回数（年
間）

２４回 月２回の予定で実施しました。
１７回

（４７７人）
ボランティアの人材不足による
休止する回があった。

読み聞かせボランティア養
成講座を開催する。

図書館

2
母子健康手帳アプリを活用し、赤
ちゃんタイム等乳幼児向けの情報
発信を行います。

母子健康手帳アプリが令和5年7月
にて廃止となったため、アプリで
の配信はできなくなった。

アプリでの情報発信をすること
が困難

LINE等の別の方法を検討す
る必要がある。

子育て・健幸課

3
母子健康手帳アプリを活用し、月
齢に応じた絵本の紹介等、読書に
関わる情報発信を行います。

母子健康手帳アプリの配信が終了
した。

母子健康手帳アプリの配信が終
了した。

母子健康手帳アプリに代わ
るサービスを検討する必要
がある。

図書館

4

市の保健事業の際の待ち時間に、
親子で絵本に触れ合うことができ
るよう図書館と連携し、一定期間
絵本の貸し出しを受けます。

健診の待ち時間に、母子保健推進
員等により絵本の読み聞かせの実
施をした。図書館との連携はでき
ていない。

会場内での絵本の提供について
検討する。

以前実施していたように、
図書館と連携し、ブックス
タート事業の際に図書カー
ドを発行できるとよい。

子育て・健幸課

5

荷物が多かったり時間がなかった
りして本を選べない保護者のため
に、絵本をまとめて貸し出す赤
ちゃんえほんバッグを配置しま
す。

赤ちゃんえほんバッグを設置し、
貸出を行った。赤ちゃんタイム開
催時には赤ちゃんえほんバッグの
紹介を行った。

赤ちゃんえほんバッグの中身が
陳腐化しないよう定期的な見直
しが必要。

赤ちゃんえほんバッグの貸
出を継続する。必要に応じ
て中身を見直す。

図書館

6

家庭教育学級における読書活動の
推進に関わる取り組みを、市の
ホームページ等を活用し情報発信
します。

家庭教育学級における読書活動の
推進に関わる学校や幼稚園の取組
みを、ホームページの活用を通し
て紹介した。

学校によって取組みに差があ
る。

引き続き、市のホームペー
ジ等を活用し情報を発信し
ていく。

学校教育課

7
岐阜県発行の家庭教育学級応援通
信「みんなで子育て」を配布し、
読書活動の啓発を行います。

「みんなで子育て」の配布回数
（年間）

１２回
「みんなで子育て」を配布し、読
書活動の啓発を行う。

１２回
家庭によって読書量の差が大き
い。

引き続き、通信を配付し、
読書活動の啓発を行う。

学校教育課

基本方針１　家庭における子どもの読書活動の推進

①子どもが読書に親しむ環境づくりの推進



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

8

乳児健康診査時等に乳児と保護者
へ絵本を渡し、絵本を介して心の
触れ合いを育み、絵本を開く喜び
と読み聞かせの大切さを伝えま
す。

ブックスタート事業の実施回数
（年間）

２４回

乳児健康診査時にブックスタート
サポーターから絵本の読み聞かせ
をし、絵本を介して心の触れ合い
をはぐくむことがてきた。

２４回
（３５２人）

サポーターの人数が減っている
こと。

NPO法人ブックスタートの開
催する研修への参加により
資質の向上ができるとよ
い。

子育て・健幸課

9

図書館からの情報提供等やＮＰＯ
法人ブックスタートが開催する研
修会の案内や資料の提供等によ
り、ブックスタートサポーターの
資質の向上に努めます。

担当課を通じてサポーターに対
し、研修会開催について情報提供
した。（図書館）

ＮＰＯ法人ブックスタートが開催
する研修会の案内や資料の提供を
行った。（子育て・健幸課）

サポーターの研修申込みが無い
こと。（図書館）

サポーターの人数が減っている
こと。（子育て・健幸課）

担当課への情報提供の継
続。（図書館）

NPO法人ブックスタートの開
催する研修への参加により
資質の向上ができるとよ
い。（子育て・健幸課）

図書館

子育て・健幸課

10
市内４か所の子育て支援拠点にお
いて、絵本の読み聞かせ等の様々
な読書活動を推進します。

子育て支援拠点において、絵本の
読み聞かせ等を行い、絵本に触れ
る機会がつくられるなど、読書活
動の推進につながった。

絵本の読み聞かせの大切さや意
義などの理解不足の傾向があ
る。

保護者等へ絵本の読み聞か
せの大切さや意義などを周
知する。

子育て・健幸課

11

市のホームページや子育てハンド
ブック 、母子健康手帳アプリ等を
活用し、子どもが読書に出会う機
会の周知に努めます。

市のホームページや子育てハンド
ブック等により読書に出会う機会
の周知に努めた。

母子健康手帳アプリは令和5年7
月に廃止となったため、他の機
会を利用した周知を検討する必
要がある。

LINE等の別の方法を検討す
る必要がある。

子育て・健幸課

②子どもが読書に出会う機会の充実



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

12

読み聞かせボランティアの紹介や絵
本や紙芝居を貸し出しし、各園での
読み聞かせが充実するよう努めま
す。【新規】

各園に対し、図書館だよりにて読
み聞かせボランティアの紹介につ
いて周知しました。

保育士での読み聞かせを行って
おり、ボランティアの紹介を求
められなかった。

各園に対し、図書館だよりにて
読み聞かせボランティアの紹介
について周知を継続する。

図書館

13
団体貸出の利用を啓発し、各園の読
書環境の充実に努めます。

図書館だよりで団体貸し出しの周
知や新刊情報を提供した。

団体での貸し出しに新刊を借り
られた場合、一般の利用者が借
りたい本を借りるのに時間がか
かる。

新刊の貸し出しについては、貸
出期間を一般の利用者と同じに
する（団体貸し出しの期間を３
０日から１４日に変更する）な
どの対応をする。

図書館

No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

14
市立図書館主催の子ども向けイベン
ト等の情報を各園に提供し、広く周
知を図ります。【新規】

図書館イベントのチラシやポス
ターを配布し、情報提供を図っ
た。

図書館行事への関心不足。
HPやチラシ、ポスター、スグー
ル等による情報提供を継続す
る。

図書館

15
保護者への読書啓発のヒントとなる
ような情報を提供し、園と保護者と
の連携体制の強化を支援します。

今年度から市内幼稚園等にも図書
館だよりの配布を開始し、情報提
供を図った。

図書館行事に対する認知度の低
さ。

図書館だより等を通じた情報提
供を継続する。

図書館

No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

16
研修会の案内や資料等の提供を行
い、各園の指導者の資質向上を図り
ます。

県で主催する研修等について、各
園に情報提供しました。

各園指導者における研修等に参
加するための時間的な調整

時間的な余裕をもった各園への
周知を行う。

図書館

17

園での指導の参考になるような専門
書・参考書を充実させ、指導者の資
質向上に資する環境を整えます。
【新規】

図書購入予算が大幅に減額された
ため、専門書等の購入ができな
かった。

予算の獲得。
雑誌スポンサー等の周知による
独自の財源確保に努める。

図書館

No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

18

発達段階に応じた図書の紹介や幼児
向け図書のベストリーダーを紹介
し、各園の選書の参考となるような
情報提供を行います。

今年度から市内幼稚園等にも図書
館だよりの配布を開始し、年齢に
応じた図書の紹介を行った。

保護者に対する図書館だよりの
周知不足

図書館だより等を通じた情報提
供を継続する。

図書館

基本方針２　幼稚園・保育園・認定こども園における子ども読書活動の推進

①本に親しむ場の充実

③園の指導体制の充実

②市立図書館や保護者、ボランティアとの連携体制の充実

④園図書室の整備・充実



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

19

学校図書館利用の年間指導計画を
作成し、学校の教育活動全体の中
で共通理解を図り、読書指導を行
います。

図書館教育の全体計画や年間指導
計画を作成し、学校の教育活動全
体の中で共通理解を図り、読書指
導を行った。

ＩＣＴ活用教育に学校図書館を
どのように位置付けていくとよ
いのか考える必要がある。

情報教育担当と連携をして
年間指導計画を作成する。

学校教育課

20
図書主任会を開催し、県や市の方
向性を伝え共通理解を図ります。

年度初め、校長会の資料に載せた
り、市の重点のリーフレットを全
教職員に配付したりして理解に努
めた。また、夏休み期間中に図書
主任会を実施し、県や市の方向性
を伝え共通理解を図った。

主任会での伝達のため、全教職
員への周知ができているのか確
認できていない。

県からの情報を確実に各学
校に伝達すし、適宜、各学
校に確認する。

学校教育課

No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

21

読書ファイルを活用し、自分自身
の成長を確認できるようにすると
ともに、発達段階に合わせた図書
の紹介を行います。また、児童・
生徒による委員会活動において、
「おすすめ本の紹介」、「図書館
まつり」等を通して、読書の機会
を増やしたり、読書の質を高めた
りします。

読書ファイルを活用し、児童生徒
自身の成長を形として残してい
る。
委員会や教員が各学年に合わせた
おすすめの本を紹介し、読書への
関心を高めた。

読書ファイルを見返して自分の
成長を振り返る場があまり位置
付けられていない。

学期末等に振り返りの場を
位置付ける。

学校教育課

22

図書主任会で各校の実践交流を行
い、大切にしていることや取り組
みを共有し、自校の実践に生かし
ます。

各中学校区で実践交流をし、各校
の大切にしていることや取組を共
有し、自校の実践に生かせるよう
にした。

交流後、自校の実践に活かせて
いる学校が少ない。

適宜、実態について、各学
校に確認する。

学校教育課

基本方針３　小・中学校等における子ども読書活動の推進

①学校図書館利用の年間指導計画の充実

②読書指導の充実



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

23
児童・生徒や教師の要望を取り入
れながら、蔵書の充実に努めま
す。

児童・生徒や教師にアンケート調
査を行い、新書の選定をしてい
る。

予算面ですべての要望に応える
ことができない。

要望を一部取り入れなが
ら、計画的に蔵書の充実を
図る。

学校教育課

24

読書まつりや読書週間 におすすめ
本を紹介する等、学校図書館の本
に関心を持てるような企画を実施
します。

学校図書館に関する企画を
実施した学校数

１３校

「先生のおすすめの本」や「図書
委員が選ぶ一冊」など児童生徒・
教師が本の紹介をし、図書館の本
に関心をもてるような企画を考え
実施した。

１３校 学校間で取組みに差がある。
図書主任会等で各行の取組
みを交流する。

学校教育課

25

各教科や宿泊研修先と関連付けた
コーナーの設置やパスファイン
ダーを活用する等、学びの拠点と
なる工夫を行います。

各教科や宿泊研修先と関連付けた
コーナーを位置付け学びの拠点と
する工夫も行った。また、一部の
学校では、児童生徒が調べ学習を
するときに必要となるキーワード
をリストアップし、パスファイン
ダーにそのキーワードに関する本
がいくつか記されている。

パスファインダーについて、図
書整理員が本の選考をしている
学校が大半である。今後は児童
生徒自身が作り上げていけるよ
うにする。

実践している学校を紹介す
る。

学校教育課

26
市立図書館の団体貸出や電子書籍
を利用し、授業や調べもの学習等
で活用します。

市立図書館と連携し、授業で使い
たい本など長期間借りている。令
和５年度から全学校で電子書籍の
利用が可能となり、授業等で活用
した。

多くの学校が活用しているが、
貸出数や利用回数は学校間で差
がある

団体貸し出しや電子書籍に
ついて、全教職員に周知で
きる場を位置付ける。

学校教育課

No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

27
学校だよりを通して、学校図書館
の取り組み等を保護者紹介し、家
庭読書の啓発に努めます。

図書館だよりを通して学校図書館
の様子が保護者にも伝わるように
した。

学校間で差がある。
ホームページなども活用
し、学校での様子を伝え
る。

学校教育課

③学校図書館の整備・充実

④家庭読書のすすめ



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

28

貸出ベストや予約ベスト、リク
エストカード等を参考に、子ど
もが興味のある図書の把握に努
めます。

貸出ベストや予約ベスト、リク
エストカード等を参考にすると
ともに、電子書籍アンケートを
参考にニーズの把握を図った。

アンケートへの協力が少ない。

他館の情報やネットでの情
報収集など、引き続き子ど
ものニーズの把握に努め
る。

図書館

29
把握した子どものニーズを参考
に図書の選書を行い、図書の充
実を図ります。

児童書の蔵書数（令和９年度
末）

５０，０００冊
把握したニーズを基に、児童書
の選書を実施した。

５０，５１５冊
予算が減額されており、ニーズ
通りの選書が困難。

予算の獲得を図る。 図書館

30
はしま電子図書館の蔵書の充実
を図るとともに、子どもへの利
用啓発を行います。【新規】

電子書籍（児童書）の蔵書数
（令和９年度末）

１，２００冊
デジタル田園都市国家構想交付
金を活用し、電子書籍の拡充を
図った。

１，５２７冊
今後は自主財源を基にした予算
確保が必要。

予算の獲得を図る。 図書館

No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

31

子どもの読書週間に合わせたイ
ベントや夏休みイベント、図書
館まつりを開催し、子どもが図
書館に来館するきっかけを提供
します。

子ども向けイベントの開催回数
（年間）

３回

子どもの読書週間イベント、夏
休みイベント、図書館まつりの
他、今年度はキッチンカーイベ
ントと連動したイベントを実施
した。

４回
新規に開催したボードゲームへ
の参加者が少なかった。

定期的な開催に努め、市民
への周知に努める。

図書館

32

市立図書館の児童書コーナーに
おいて、子どもの読書意欲の向
上に寄与するような企画展示を
行います。

季節に合わせた展示や職場体験
に参加した中学生のおすすめ本
の展示等を行った。

子供の関心を得られるような展
示内容の企画。

子どもの読書意欲の向上に
寄与するような企画展示を
継続する。

図書館

赤ちゃんタイムの実施回数（年
間）（再掲）

２４回
１７回

（４７７人）

おはなしひろばの実施回数（年
間）

２４回
２２回

（３９１人）

34

読書するきっかけや市立図書館
を利用する動機づけとなるよう
読書通帳の活用を働きかけま
す。

館内の目につきやすい場所に読
書通帳を設置しPRするととも
に、図書館見学の際は活用する
よう呼びかけを実施した。

読書通帳への需要が少ない。
読書通帳活用の啓発を継続
する。

図書館

35

子どもが読書に興味を持つとと
もに、表現する楽しさを知る
きっかけとなるよう手づくり絵
本コンクールを開催します。
【新規】

夏休み期間に合わせ、手づくり
絵本コンクールを実施した。

手作り絵本を制作することに対
する関心の低下。

羽島市PR部門など、コン
クールにおける新しい賞の
新設するなど、児童生徒の
関心が集まるような企画に
努める。

図書館

基本方針４　市立図書館における子ども読書活動の推進

①子ども向け図書の充実

②子ども向け事業の推進

33

「赤ちゃんタイム」や「おはな
しひろば 」にて読み聞かせを行
い、幼少期から読書に親しむ
きっかけを提供します。

赤ちゃんタイムやおはなし広場
を実施した。

ボランティアが集まらず、実施
できないことがあった。

赤ちゃんタイムやおはなし
広場を継続するとともに、
ボランティアの養成に努め
る。

図書館



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

36
各園・各校からの図書館見学を
随時受け入れて図書館への理解
を深める機会を提供します。

図書館見学の受入回数（年間） １２回
小学校低学年を中心に、図書館
見学の受け入れを行った。

１０回
図書館見学を実施する学校に偏
りがある。

図書館見学の受け入れを継
続するとともに、図書館見
学の周知を行う。

図書館

37

中学生の職場体験や高校生以上
のインターンシップを積極的に
受け入れ、図書館の活動を理解
する機会を設けます。

職場体験・インターンシップの
受入回数（年間）

５回
中学生の職場体験や高校生のイ
ンターンシップの受け入れを
行った。

９回
職場体験において、参加する学
校が固定化している。

中学生の職場体験や高校生
のインターンシップの受け
入れを継続する。

図書館

No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

38

図書館だよりを発行し、読書に
関わる情報発信を行うととも
に、学校を通じて配布すること
により市立図書館へ来館する
きっかけづくりを行います。

図書館だよりの発行回数（年
間）

６回
２か月に１回、図書館だよりを
発行した。

６回
一般の書籍か電子書籍どうかが
わかりづらい。

誌名の後ろに電子書籍と解
るように印をつけた。

図書館

39
子ども向けのレファレンスサー
ビスを実施し、自ら調べ学ぶ体
制づくりに貢献します。

１階カウンターに子どもレファ
レンスコーナーを設置し、レ
ファレンスサービスを提供し
た。

子どもレファレンスコーナーの
認知度が低い。

子どもレファレンスコー
ナーの設置を継続するとと
もに、利用を啓発する。

図書館

40

子どもの興味や関心がある事柄
や郷土学習に役立てられるよう
なテーマでパスファインダーを
作成し提供します。

子ども向けパスファインダーの
設置を行った。

テーマが古くなってきており、
見直しが必要。

新たなテーマを模索する。 図書館

41

市立図書館が主催する各種イベ
ントのほか、関係機関が開催す
る読書に関わるイベントの情報
発信を行います。

岐阜県図書館をはじめとする近
隣図書館等のイベントポスター
やチラシを掲示し、情報発信を
行った。

近隣の図書館に対する関心があ
まりない。

近隣図書館等のイベント情
報の発信を継続する。

図書館

42

市公式ＬＩＮＥアカウント、Ａ
Ｉスタッフ 等を活用した情報提
供やＬｏＧｏフォームを利用し
た情報収集等、新たな情報ツー
ルの活用を図ります。【新規】

市公式ＬＩＮＥアカウントやＡ
Ｉスタッフを活用し、情報提供
を行った。ＬｏＧｏフォームを
活用したアンケートを実施し
た。

アンケートへの協力者が少な
い。

新たな情報ツールの活用を
継続する。

図書館

③市立図書館への理解を深める機会の充実

④子どもの読書に関する情報提供の充実



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

43

図書主任会等に出席し、市立図
書館と学校との連携強化を図る
とともに、団体貸出の利用や主
催するイベント等の参加を啓発
します。

図書主任会に出席し、各校図書
担当者と情報共有を行った。

学校図書館からの情報提供が無
い。

図書主任会に出席し、各校
図書担当者と情報共有を継
続する。

図書館

44

学校と連携し、はしま電子図書
館の活用を推進します。教育委
員会と連携し、１人１台端末環
境下における取り組みを検討し
ます。【新規】

全児童生徒がはしま電子図書館
を利用できる環境を整備した。
（図書館）

年度初め、各学校にはしま電子
図書館について説明する場を設
け、全職員に周知を図った。学
校の実態に応じて授業等で活用
した。（学校教育課）

中学校での電子書籍の利用が伸
び悩んでいる。（図書館）

学校間で活用の差がある。（学
校教育課）

教育委員会等と連携し、電
子書籍の活用方法を検討す
る。（図書館）

校長会等で再度周知し、活
用の推進をしていく。（学
校教育課）

図書館

学校教育課

45

ボランティア等を活用した読み
聞かせの実施や、各種イベント
の開催を通じて関係ボランティ
アとの連携強化を図ります。

読み聞かせをはじめとする様々
な図書館イベントにおいてボラ
ンティアと連携して実施した。

後継者の育成が課題となってい
る。

様々な図書館イベントにお
いてボランティアと連携を
継続する。

図書館

46

県公共図書館協議会等を通じて
他の公共図書館の実践を学んだ
り、先進的な取り組みを行って
いる図書館と情報交換を行い、
自館の取り組みにも生かせる体
制をつくります。【新規】

県公共図書館協議会等を通じて
先進事例や特徴的な取組を学ぶ
とともに、今年度は研修会の講
師として羽島市の実践内容を発
表した。

今年度は羽島市が幹事として先
進地視察を実施する必要があ
る。

企業に運営を委託するな
ど、当図書館とは異なる運
用形態の図書館について検
討している。

図書館

No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

47

各種研修会等に参加し職員の資
質向上を図るとともに、習得し
た知識や技能を他の職員にも還
元し、職員全体のスキルアップ
を図ります。

正職員だけでなく、会計年度任
用職員にも研修会に参加しても
らいスキルアップを図った。

人事異動に伴い、随時研修を受
講していく必要がある。

研修会の参加を継続し、職
員のスキルアップを図る。

図書館

48

関係機関等へ各種研修会の情報
や資料の提供を行い、読書に関
わる関係者等の資質向上を図り
ます。

研修会等の情報をボランティア
団体等へも周知した。

各団体が希望する研修内容のも
のが少ない。

今年度は、図書館が主体と
なって読み聞かせのスキル
アップ講座を実施する。

図書館

⑥職員等の資質の向上

⑤学校図書館・ボランティア等との連携の推進



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

49
学校や市立図書館との更なる連
携を図り、地域の特性に応じた
事業の実施に取り組みます。

下中コミュニティセンターでは、
図書館の利用者数が少ないため、
「子供まつり」の一環として図書
の貸出事業を実施した。
江吉良コミュニティセンターで
は、夏休みに「図書館開放事業」
を実施した。

コミュニティセンターに設置さ
れている図書の貸し出し状況は
施設ごとに差がある。
また、図書の貸し出しを実施し
ていない施設もあった。

コミュニティセンター間で
の事業の共催や、学校や市
立図書館との事業の集約や
連携を検討する。

市民協働課

50

各コミュニティセンターの特性
に応じ、図書の充実を図るとと
もに市立図書館の団体貸出を活
用する等、地域の読書環境の整
備を図ります。

団体貸し出しの周知に努めた。
（図書館）

江吉良コミュニティセンターでは
市立図書館の団体貸出を利用し、
地域の読書環境の充実を図った。

団体貸し出しを利用するコミセ
ンが少ない。（図書館）

市立図書館の団体貸出の利用が
限定的である。（市民協働課）

団体貸し出しの周知の継
続。（図書館）

団体貸出の活用を促進する
ため周知を行う。（市民協
働課）

図書館

市民協働課

51
地域における生涯学習の拠点と
して、読書推進に関わる情報等
を発信します。

図書館イベント等の情報をチラシ
やポスターを配布し情報提供し
た。（図書館）

各コミュニティセンターにて、市
立図書館がイベントを行う際にポ
スターやチラシを設置した。

コミセン利用者における図書館
への関心度の低さ。（図書館）

周知方法が限定されている。
（市民協働課）

チラシやポスターによる情
報提供を継続する。（図書
館）

ポスターやチラシ以外の情
報発信方法を検討する。
（市民協働課）

図書館

市民協働課

No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

52

放課後児童教室において、図書
を整備する等、教室参加者が読
書に取り組める体制を整備しま
す。【新規】

図書を整備した教室の数
（令和９年度末）

９教室
放課後児童教室内に、図書を整備
し、読書環境の整備を図った。

９教室
読書の大切さや意義などの理解
不足の傾向がある。

読書の大切さや意義などを
周知する。

子育て・健幸課

53

放課後子ども教室において、読
み聞かせボランティアの活用や
読書する時間を設る等、教室参
加者が本に親しむきっかけをつ
くります。

8教室において、ボランティア講
師による読み聞かせや紙しばいを
実施した。

読み聞かせを行うだけではな
く、参加者が自ら本に興味を持
つきっかけとなるよう内容を工
夫する必要がある。

講師と連携の上、遊びなど
も取り入れて、参加者が親
しみやすい内容とする。

生涯学習課

基本方針５　地域における子ども読書活動の推進

①コミュニティセンターでの取り組み

②地域での取り組みの充実



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

54
読み聞かせボランティアと連携
し、「赤ちゃんタイム」や「お
はなしひろば」を開催します。

読み聞かせボランティアと連携
し、イベントを開催した。

ボランティアのの後継者不足
読み聞かせボランティア養
成講座を開催する。

図書館

55

図書館友の会や折り紙サークル
等の市民活動団体と連携し、図
書館まつり等のイベントの企画
や運営を行います。【新規】

市民活動団体と連携し、図書館ま
つり等のイベントを開催した。

各団体の活動内容に対する認知
度が低い。

イベント開催時に、各団体
の活動内容等を周知する。

図書館

56
ブックスタートサポーターと連
携し、ブックスタート事業を実
施します。

乳幼児健診時にブックスタートサ
ポーターによるブックスタート事
業を実施した。

サポーター人員が減少傾向にあ
る。

今のメンバーで日程を調整
し実施する。

子育て・健幸課

57

はしまシティカレッジとの連携
を推進し、読書に関わるボラン
ティア等の資質向上を図りま
す。【新規】

はしまシティカレッジの受講者に
よるイベントでの読み聞かせを実
施した。（図書館）

4名を認定講師として多様な講座
を実施した。フォローアップ講座
を実施にて講師の資質向上を図
り、地域での自主的な活動を推進
した。（生涯学習課）

シティカレッジ受講者の活動の
場がない。（図書館）

学びの循環による人材育成を推
進するため、読書や図書に関す
る人材を含めたより多くの市民
に広く制度を周知する必要があ
る。（生涯学習課）

定期的な講習会等への場所
を提供する。（図書館）

チラシや広報紙のみならず
市SNSの活用や、認定講師の
地域活動を通して継続的な
周知を行う。（生涯学習
課）

図書館

生涯学習課

58
市民活動団体制度を推進し、読
書に関わるボランティア等の活
動支援を行います。【新規】

図書館のイベントへの協力団体が
加入するボランティア活動保険の
保険代を負担し、支援を行った。
（図書館）

市に関連したボランティア団体と
して、市ホームページに読書に関
わるボランティア団体を掲載して
いる。（市民協働課）

ボランティア団体参加者の把握
（図書館）

周知方法が限定されている。
（市民協働課）

団体参加者の名簿による参
加者の把握（図書館）

市ホームページ以外による
活動内容の周知方法を検討
する。（市民協働課）

図書館

市民協働課

③地域人材の活用・連携



No. 取組内容 指標名 目標値 R5実施内容 R5指標結果 課題 課題解決に向けての取組 関係課

59

点字本やＬＬブック を充実し、
様々な読書に対して障がいのあ
る子どもに対応できるように整
備します。【新規】

点字本やＬＬブックを収集するとと
もに、バリアフリーコーナーを設け
た。

バリアフリー図書の利用が伸び
悩んでいる。

電子書籍を紹介するととも
に、バリアフリー図書を必
要とする子どもへの周知方
法を検討する。

図書館

60

外国にルーツを持つ子どもが、
読書に親しむことができるよう
に多言語対応の図書を充実させ
ます。【新規】

多言語対応の図書を収集するとも
に、多言語図書を集めたコーナーを
設けた。

多言語図書の利用が伸び悩んで
いる。

多言語図書を必要とする子
どもへの周知方法を検討す
る。

図書館

61

視覚や四肢の障がい等により読
書することが困難な子どもでも
本に親しめる環境を整備するた
め、電子書籍の活用を推進しま
す。【新規】

全ての小中学校で、はしま電子図書
館の電子書籍が利用できる環境を整
備した。（図書館）

令和５年度については対象とする児
童生徒がいなかったため、活用はし
ていない。内容については、各学校
に周知した。（学校教育課）

年齢が上がるに伴い、読書をす
る子が少なくなっている（図書
館）

環境を整備するために読書する
ことが困難な子どもの就学状況
について事前に把握しておく必
要がある。（学校教育課）

隙間時間でも利用できる電
子書籍の利便性を周知す
る。（図書館）

関係機関と連携を図り児童
生徒について把握する。
（学校教育課）

図書館

学校教育課
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マルチメディアＤＡＩＳＹ図書
の貸し出しを行い、読書が困難
な子どもでも読書できる機会を
提供します。【新規】

マルチメディアＤＡＹＳＹ図書
の蔵書数（令和９年度末）

２０点
マルチメディアＤＡＩＳＹ図書の収
集を行った。

１２点
マルチメディアＤＡＩＳＹ図書
の利用が伸び悩んでいる。

マルチメディアＤＡＩＳＹ
図書の収集を継続するとと
もに、周知を行う。

図書館
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音声資料や映像資料等の視聴覚
資料を充実させるとともに、字
幕表示や副音声機能等を搭載し
た資料を積極的に取り入れま
す。【新規】

視聴覚資料の蔵書数（令和９年
度末）

６６０点
副音声機能や字幕機能を搭載した視
聴覚資料の収集を行った。

７２３点

限られた予算の中で、バリアフ
リー機能を搭載した視聴覚資料
の収集が難しくなっている。
※寄贈資料により目標値を超え
ているが、利用者の要望に沿っ
たものではない。（R５寄贈点
数：４７点、購入：１８点）

予算の獲得を図る。 図書館
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図書館のホームページだけでな
く市ホームページを活用するこ
とにより、文章の読み上げ機能
や多言語対応できるように努め
ます。【新規】

図書館ホームページに掲載されてい
る情報は、市ホームページにも掲載
している。

図書館行事に対する関心度の低
さ。

市ホームページも並行して
活用した情報提供に努め
る。

図書館
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情報提供の充実や団体貸出、読
み聞かせボランティアの紹介等
を通じ、市内の特別支援学校や
障がい児通所支援事業所との連
携を推進します。【新規】

特別支援学校への情報提供を行うと
ともに、障碍児通所支援事業による
団体貸出を実施した。

特別支援学校や障がい児施設の
図書館利用が少ない。

特別支援学校への情報提供
を行うとともに、障がい児
通所支援事業による団体貸
出を継続する。

図書館

基本方針６　誰一人取り残さない読書環境の整備

①読書のバリアフリー化の推進


